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大阪教育大学附属図書館

リポジトリ担当



本日お話すること

 「機関リポジトリ」とは

 どんなメリットがあるのか？

 背景と現状

 著作権の問題は？

 先生方のご協力が不可欠です！



「機関リポジトリ」とは

 大学等機関の教育研究成果を
電子的に保存・配信

 無料で本文をオンラインで公開

 Googleなどからも検索可能

 コンテンツ (＊文書、画像、音楽など)

学術雑誌掲載論文 紀要論文
科研報告書 各種学術報告書
学位論文 図書 会議資料 教材



どんなメリットがあるのか？

研究者にとって・・・

 可視性の向上
（論文の被引用率up）

 新たな研究成果発信
ルート

 散逸しやすい電子ファ
イルの保存・蓄積

大学にとって・・・

 学内の学術情報の
一括把握

 社会への還元・貢献

 説明責任の遂行



背景と現状

 雑誌の価格高騰→オープンアクセス運動

 世界では754のリポジトリがあります
(2006.10.19現在）

http://archives.eprints.org/index.php

 国内では国立情報学研究所が支援をし、
試験運用も含め21の機関がリポジトリを運用中
http://www.nii.ac.jp/irp/info/list.html

http://archives.eprints.org/index.php
http://www.nii.ac.jp/irp/info/list.html






大阪教育大学では （平成18年度～）

 国立情報学研究所の今年度委託事業に
採択されました

http://www.nii.ac.jp/irp/info/2006.html

 IT戦略研究プロジェクト（全学事業）の一環
として、年度内に試験公開予定

http://www.nii.ac.jp/irp/info/2006.html


著作権の問題は？

著作権者=著者，共著者，出版社・学協会

1. 著作権が著者（共著者）にある場合

 著者本人の意志でリポジトリに掲載できます

 共著者がいる場合は、
共著者の同意確認をお願いします



著作権の問題は？ 続き

2. 著作権が出版社・学協会にある場合

 世界の主要学術出版社・学会の90%以上
のジャーナルはセルフ・アーカイビング*を
認めています

http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php

 国内の学会の著作権許諾状況
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/ir/digcon-
enq0209.xls

→ ただし、 多くが著者最終原稿

＊著者自身のHPや所属機関のサーバから公開すること

許諾状況の確認は図書館がおこないます

http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/ir/digcon-enq0209.xls
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/ir/digcon-enq0209.xls
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/ir/digcon-enq0209.xls






北海道大学附属図書館作成

著者最終版とは



＊＊運営委員の先生方へのお願い＊＊

 18年度内試験公開に向けて、学術成果物の収集を始めます

著者最終原稿の保存・提供をお願いいたします

 他の先生方にも、ご周知ください

お問合せ、教育研究成果のご提供はこちらまで:

リポジトリ担当：***@lib.osaka-kyoiku.ac.jp

先生方のご協力が不可欠です！

mailto:***@lib.osaka-kyoiku.ac.jp
mailto:***@lib.osaka-kyoiku.ac.jp
mailto:***@lib.osaka-kyoiku.ac.jp


日程

12月 システム導入

1月 システム設置

2月 試験公開

コンテンツの収集

↓

メタデータの作成

↓

コンテンツの登録

継続的に行います



学術成果の新しい発信ルートとして

大阪教育大学リポジトリを
ご活用ください！


